
地域の自然・文化・伝統を知り、守り、

また活用しながら持続的な発展ができるまちをめざす

●里山の保全及び適切な管理・活用の推進

●地域の野生生物の保護、生態系の保全

〈自然環境の保全・整備目標〉

●地域資源ネットワークの再構築、地域リーダーの育成

●食育の推進

●歴史的･文化的な街並みの保存

●環境教育の推進

〈社会環境の保全・整備目標〉

●地域特性を活かした農業の展開、都市と農村の交流の推進

●自然循環機能を活かした環境保全型農業の推進

●美しい農村風景の維持･形成

●エコロジカルネットワーク※の創出

●持続可能な農業のための生産基盤整備の推進、担い手の育成

〈生産環境の保全・整備目標〉

基本方針１

自然と共生する農業を推進し、

快適でやすらぎのある農村環境の整備をめざす
基本方針２

　農村環境計画は、農業者の方々、住民の方々(地域住民･観光客･企業･学校等も

含みます)、行政がそれぞれ連携しながら、合意形成を図って進めていきます。

○施設等整備の支援
○農業経営の支援
○関係機関等の調整
○情報提供･意識啓発 など

行　政

○農産物の消費･利用
○交流･体験の主体
○施策･事業への要望
○維持管理への参加 など

住民等

合意形成

計画推進

○営農･交流の主体
○施策･事業への要望
○交流･体験の機会と場の提供
○維持管理の実施、指導 など

農業者

美しい夕日のあとに天の河、
自然あふれる環の農の里

いずもざき

　②の計画のフレームにありますように、二つの基本方針を具体的にしていくために、

保全・整備目標を設けます。その目標に向かって、町の環境の特性に合わせて設定し

たエリアやゾーンで対応方策や重点方策を検討、推進していきます。

　エリアやゾーンは、地域の諸条件や環境の特性によって任意に設定したくくりです

ので、土地利用などを規制・制限するものではありません。農村環境計画を効果的に

進めるための方針や目標を図に表したものと考えてください。

キャッチフレーズ(環境保全の総合目標)

出雲崎町農村環境整備計画図

【対応方策】
　●地域資源の再発掘や資源間連携の構築
　●様々なメディアを利用した情報の発信
　●町の世話人の育成
　●食育と地産地消の連携推進
　●街並みと関わる景観要素の保全を推進
　●環境学習プログラムの構築と汎用
　●交流拠点の整備及び活用の推進

自然とくらしの融合エリア

【対応方策】
　●食育と地産地消の連携推進
　●体験型、参加型農業システムの検討
　●堆肥の活用による土づくりの推進
　●環境保全型農業技術の普及啓発
　●農村景観形成の方針･方向の検討
　●景観作物による景観形成の推進
　●田んぼのビオトープの創出
　●環境保全型農業の担い手の育成

自然と農の共生エリア

【対応方策】
　●間伐材、山菜等森林資源の利活用の推進
　●里山に親しむためのレクリェーション空
　　間の整備
　●人と生き物がふれあえる機会と場の創出
　●農村景観形成の方針・方向の検討

里山保全エリア

【対応方策】
　●街並み景観形成の推進
　●交流拠点の整備及び活用の推進

街並み形成ゾーン

【対応方策】
　●水の連続性の復元･創出
　●ほ場整備の推進

生産性増進ゾーン

【対応方策】
　●環境情報の収集と普及啓発活動
　　の推進
　●人と生き物がふれあえる機会と
　　場の創出

生態系保全･復元ゾーン

里山保全エリア

里山保全エリア

自然と暮らしの融合エリア

自然と暮らしの融合エリア

自然と農の共生エリア

各主体の役割分担

※エコロジカルネットワーク：生き物が移動できるように生息空間をつないでいくこと

わ

②計画のフレーム ④農村環境整備計画

③計画推進のための各主体の役割


